
ともに創ろう !! ふるさと片品
小さくても輝く尾瀬の郷・かたしなの実現へ

人口と世帯（令和元年7月1日現在）1,667世帯（+4）男2,153人（+1）女2,231人（-1）計4,384人（±0）
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自然災害体験　～水の働きについて学ぶ～
　片品小学校に国土交通省の自然災害体験車がきました。
　車内では土砂流の恐ろしさを体験し、非難することの大
切さを学びました。
　関東地方整備局の方から模型を使って土砂災害について
説明を受け、児童たちは熱心に聞き入っていました。
　いつ、どこで、起こるかわからないからこそ、日頃から
災害に備えましょう！！

（撮影：６月１２日）
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窓   

口   

か   

ら

令
和
元
年
5
月
20 

日 

〜
令
和
元
年
6
月
19
日

利根沼田医師会 休日夜間急患診療所
沼田利根医師会地域医療センター

日曜、祝日、年末年始（12/31～ 1/3）
午前9:45～11:30　午後1:00～ 3:30
※年末年始は午後2:30まで

毎週火・水・木・金曜日
※祝日、年末年始を除く
午後6:45～ 9:30　☎（２４）１１９９口座振替の方は事前に残高確認を！

お

く

や

み

場 　 　 所
休 日 診 療
診  療  日
診 察 時 間

夜 間 診 療
診  療  日

受 付 時 間

今月の納期は7月31日（水）です！

◆ ◆

◆ ◆

◆ ◆

固 定 資 産 税

国 民 健 康 保 険 税

上 下 水 道 料

第２期

第１期

第２期

寄
　
付

一
、金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

星
野
完
治
さ
ん(

東
小
川)

か
ら
、

片
品
村
の
発
展
の
た
め
に
役
立
て
ほ
し

い
と
、寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
趣
旨
に
沿
う
よ
う
、
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
　
意

※なお、ヨウ素 131 については、半減期が約 8 日と短くまた検出もされませんでし
たので表には載せてありません。
※放射能測定器は役場農林建設課と花の駅にありますのでご予約の上ご利用ください。

学校及び保育所の給食についての放射性物質測定結果のお知らせ
結果は下表のとおりでした。今後も測定を続け公表していきます。
なお、品目は主な献立のみ記述してあります。

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん　

２
人

一
郷　

剛
志　

男　

息　

吹　

菅　

沼

入
澤　

俊
介　

女　

こ
の
か　

越　

本

★
婚
姻
さ
れ
た
方 

１
組

　

○
平
山　

尚
吾　

東
小
川

　
　

笠
原
真
里
奈　

東
小
川

ちゃん狩野　みこと
か　の

平成３０年 7月１６日生（父）恭平　（母）真里恵

（東小川）

命名について
響きで決めました。漢字は最後まで悩みましたが、親しみ
やすい平仮名にしました。

将来は・・・
思いやりを持ちつつ、自分で選んだ道を歩んでいってほし
いです。

ちゃん三浦　祈莉
みうら　　　  いのり

平成３０年７月２４日生（父）右京　（母）亜咲

（幡谷）

命名について
ぱぱが「う」ママが「あ」から始まる珍しい名前なので、「い」
から始まる漢字二文字の三文字読みで珍しく、好きなアニ
メヒロインの名前からつけました。

将来は・・・
何でも挑戦し、活発に元気よく、たくましく美しい、思いや
りのある人になってほしいです。

い
ぶ
き

お

め

で

た

■
亡
く
な
ら
れ
た
方　

６
人

青
木　

英
子　

83
歳　

須
賀
川

星
野　

精
司　

88
歳　

御
座
入

薄
田
貴
美
子　

67
歳　

摺　

渕

千
明　

荗　
　

88
歳　

東
小
川

星
野
ひ
さ
み　

66
歳　

鎌　

田

芝
﨑　

文
夫　

87
歳　

鎌　

田
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第
57
回
片
品
村
婦
人
会 

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

台
湾
彰
化
県
埔
心
郷
か
ら

役
場
へ
表
敬
訪
問

　
５
月
20
日
台
湾
彰
化
（
し
ょ
う

か
）
県
埔
心
郷
（
ほ
し
ん
き
ょ
う
）

の
郷
長
（
村
長
）
他
23
名
が
片
品

村
役
場
へ
訪
問
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
埔
心
郷
と
は
、
昨
年
11
月
に
友

好
協
力
協
定
の
調
印
を
行
い
、
そ

の
際
、
次
回
は
片
品
村
で
会
い
ま

し
ょ
う
と
約
束
を
交
わ
し
、
そ
れ

が
実
現
し
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
片
品
中
学
校
へ
も
訪

れ
新
し
い
校
舎
を
見
学
。
今
年
８

月
に
台
湾
埔
心
郷
へ
訪
問
す
る
中

学
二
年
生
と
も
交
流
し
親
交
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

　
５
月
26
日
（
日
）
片
中
体
育
館

に
お
い
て
、
第
57
回
婦
人
会
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
婦
人
会
員
の
体
力
の
増

進
と
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
大
会
に
は
、
各
地
区
か
ら

12
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
各
試
合
と
も
、
ネ
ッ
ト
際
の
競

り
合
い
や
鋭
い
ス
パ
イ
ク
、
ボ
ー

ル
を
懸
命
に
追
い
か
け
る
な
ど
、

白
熱
し
た
試
合
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
な
お
、
大
会
結
果
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。

授
業
を
と
お
し
て
自
然
災
害
を
体
験
！

　
６
月
12
日
（
水
）
に
国
土
交
通

省
の
自
然
災
害
体
験
車
と
降
雨
体

験
車
を
使
用
し
、
片
品
小
学
校
５

年
生
の
理
科
の
授
業
と
し
て
自
然

災
害
に
つ
い
て
体
験
学
習
を
行
い

ま
し
た
。

　
３
班
に
分
か
れ
、
理
科
室
で
模

型
を
使
っ
た
土
砂
災
害
の
実
験
、

自
然
災
害
体
験
車
で
は
土
石
流
に

つ
い
て
の
体
験
、
降
雨
体
験
車
で

は
大
型
台
風
の
雨
量
や
風
の
強
さ

を
体
験
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
自
然
災
害
が
多
く
な
り

い
つ
身
近
な
と
こ
ろ
で
災
害
が
起

こ
っ
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
十
分
に
注
意
を
し
な
が
ら
、

万
が
一
の
事
態
に
備
え
ま
し
ょ

う
。

　
選
手
・
役
員
の
皆
様
、
早
朝
よ

り
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

○
優　
勝…

１
支
部
Ａ
チ
ー
ム

○
準
優
勝…

６
支
部
Ａ
チ
ー
ム

○
第
三
位…

５
支
部
Ａ
チ
ー
ム

○
第
三
位…

８
支
部
Ｂ
チ
ー
ム

○
敢
闘
賞…

５
支
部
Ｂ
チ
ー
ム

白
熱
し
た
試
合
の
様
子

優
勝
し
た
１
支
部
A
チ
ー
ム

自然災害体験車の車内

第
74
回
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

兼
第
25
回
区
対
抗
ゴ
ル
フ

大
会

　
６
月
10
日
（
月
）
高
山
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
に
於
い
て
、
標
記
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
激
し
い
雨
の
中
の
大
会
と
な
り

ま
し
た
が
、
各
区
選
手
・
総
勢
１

０
４
名
が
真
剣
な
プ
レ
ー
で
終
日

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

〇
村
民
ゴ
ル
フ　

　
優　
勝　
萩
原　
和
久（
６
区
）

　
準
優
勝　
千
明　
新
一（
２
区
）

　
第
３
位　
梅
澤　
吉
成（
６
区
）

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス　

　
梅
澤　
吉
朗　
75　
（
６
区
）

〇
区
対
抗
ゴ
ル
フ

　
優　
勝　
第
６
区

　
準
優
勝　
第
４
区

　
第
３
位　
第
１
区

　
各
区
選
手
・
役
員
の
皆
様
、
終

日
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

合同実行委員会設立総会の様子

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
登
山
大
会
が
片
品
村
で

開
催
さ
れ
ま
す

　
令
和
２
年（
２
０
２
０
年
）

に
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
・
第
64
回
全
国
高
等
学

校
登
山
大
会
が
片
品
村
及
び

み
な
か
み
町
を
中
心
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
に
向
け
、
５
月

31
日
み
な
か
み
町
中
央
公
民

館
に
お
い
て
、
両
町
村
の
合

同
実
行
委
員
会
設
立
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
合
同
実

行
委
員
会
の
設
立
や
合
同
開

催
基
本
方
針
に
つ
い
て
な
ど

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
は
来
年
８
月
20
日
〜

24
日
、
武
尊
山
や
尾
瀬
な
ど

の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
参
加
す
る
高
校
生
の
皆
さ
ん
が

多
く
の
感
動
や
達
成
感
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
大
会
に
な
る
よ
う

村
民
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
大
会
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

（
教
育
委
員
会
）

全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
ス
キ
ー
選
手
権
が
今
年
度
も
片
品

村
で
開
催
さ
れ
ま
す

　
第
44
回
全
日
本
マ
ス

タ
ー
ズ
ス
キ
ー
選
手
権
尾

瀬
片
品
大
会
が
前
回
に
引

き
続
き
、
片
品
村
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
に
向
け
、
６

月
12
日
片
品
村
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
実
行
委

員
会
第
２
回
総
会
が
開
催

さ
れ
、
平
成
30
年
度
実
行

委
員
会
の
決
算
や
来
年
２

月
28
日
〜
３
月
２
日
の
４

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ

る
第
44
回
大
会
の
運
営
等

に
係
る
令
和
元
年
度
事
業

計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て

も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
も
参
加
選
手
の

皆
さ
ん
が
交
流
を
図
り
、

満
足
い
た
だ
け
る
大
会
に

な
る
よ
う
村
民
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
第
44
回
大
会
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。

（
教
育
委
員
会
）

 

▼
参
加
者
数
等

〇
選
手

ア
ル
ペ
ン
競
技　
約
７
２
０
名

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

　
　
　
　
　
　
　
約
４
０
名

〇
競
技
役
員
等　
約
２
０
０
名

　
　
　
　
合
計　
約
９
６
０
名

大会概要

降
雨
体
験
車
で
大
型
台
風
を
体
験

自
然
災
害
体
験
車

交
流
の
様
子(

片
品
村
役
場
に
て)
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地域おこし協力隊
～　“小さくても輝く村”を目指す新しい力を　～

地 

域おこし
協力隊

『協力隊活動日記』

登
山
者
の
安
全
を
祈
願
し
三
山
で
山
開
き

　
日
本
百
名
山
に
数
え
ら
れ
て
い

る
武
尊
山
（
６
月
５
日
）、
日
光

白
根
山（
６
月
20
日
）、至
仏
山（
７

月
１
日
）
の
山
開
き
が
そ
れ
ぞ
れ

の
登
山
口
で
行
わ
れ
、
地
元
の
観

光
産
業
の
発
展
と
登
山
者
及
び
関

係
者
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏

山
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
が
、
登

山
の
際
は
事
前
に
し
っ
か
り
と
し

た
計
画
を
立
て
、
安
全
で
楽
し
い

登
山
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

●笹子　和希
　夏に向かい、新緑の鮮やかな季節となって参りまし
た。NPO法人武尊根BASEでは5月9日（木）より、「ほ
たかね機織りプロジェクト」を本格始動させました。
大切に保管されていた機織り機を稼働できるように修
繕し、2 月・3 月に先生をお招きし機織り講習会を実
施いたしました。毎週木曜日を、機織り機に触れるこ
とのできる開放日としています。ぜひご興味あられる
方は、お問合せ先までご連絡ください。

NPO法人武尊根BASE　☎（25）4363

●神戸　光徳
　梅雨を迎え、食用ハーブ苗実験も中盤戦に入りました。無農薬
自然栽培のハーブ達は寒暖差に耐えて頑張っています。
　しばらく時間がかかりそうですが、気長にお待ちいただけると
幸いです。

●工藤　琴惠
　尾瀬かたしな道の駅にとって初めて迎えたゴールデンウィーク。
　村民キッチンは登録組合員による合同運営で私は２週間毎日加工所と道の駅の村民キッチンで協力隊として
ケーキ3種類、グリーンカレー、ガパオライスを販売。
　お客様の数が読みにくかったのですが、日毎にお客様の数が増え、ピークが5月2日～5日でした。
一緒に働く組合員の方々とのコミュティも格段に広がり、観光客や地元のお客様の顔や声が見え、反響や統計も
図れてDELI CAFE開業に向けた取り組みとして、とてもやりがいのあるゴールデンウィークの日々でした。
　ゴールデンウィークの後は、加工品開発中の商品に使用する道具で、移住してから築いた人脈により職人さん
と綿密な打ち合わせやその場で作っていただきながら、やっと尾瀬ブランドにしたいと思って作り上げた商品に
なるものが完成し、只今検査機関に出しているところです。
　そして開業に向け、物件探しや交流会拡充、起業セミナーの参加なども始めています。

白
根
山
の
様
子

至
仏
山
の
様
子

武
尊
山
の
様
子

　
６
月
２
日(

日)

沼
田
公
園
野

球
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
消
防

団
員
の
機
械
器
具
の
取
扱
い
と
操

作
技
術
の
向
上
を
目
的
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部

に
第
１
分
団
が
出
場
し
、
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

選
手
役
員
の
皆
様
、
長
期
に
わ
た

▼
小
型
ポ
ン
プ
の
部

（
第
１
分
団
）

　
指
揮
者　
星
野　
利
明

　
１
番
員　
星
野　
貴
也

　
２
番
員　
桑
原　
一
樹

　
３
番
員　
星
野　
孝
則

り
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
ま
た
、
激
励
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
、
皆
様
の
心
強
い
ご
声

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ニュース

05 広 報 か た し な

令
和
元
年
度
利
根
沼
田
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
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教育・生涯学習

広 報 か た し な

教育・生涯学習

07 広 報 か た し な

広 

報 

文 

芸
　
片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

令
和
元
年
六
月
俳
句
会

教育委員会　8月の諸行事

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ? 図 書 室 カレンダー  8 月

　江戸、巣鴨の糸問屋の当主徳兵衛は、還暦を機に念願の隠居
生活に入った。侘び住まいに孫の千代太が現れると…
　即席手習い所、組み紐作り、王子権見の縁起芝居。　　　　
　人生の第二ステージ、第二の双六の上がりはいかに？

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

月 火 水 木 金 土日「隠居すごろく」

　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

天
皇
桜
咲
く
を
旬
と
し
種
を
蒔
く

昔
蚕
飼
ひ
村
伝
説
や
穴
観
音

　
　
　
　
　

菅　

沼　

大
竹　

沙

山
住
み
の
せ
め
て
も
て
な
し
蕨
煮
る

ち
び
っ
こ
広
場
子
ら
去
り
後
の
金
鳳

花
　
　
　
　
　

摺　

渕　

木
村　

佳
江

朝
戸
繰
り
羚
羊
見
つ
め
る
丸
太
小
屋

低
く
舞
う
鷹
に
騒
め
く
梅
雨
の
森

　
　
　
　
　

鎌　

田　

佐
藤　

文
子

道
渡
る
毛
虫
の
衣
暑
か
ろ
う

水
面
揺
れ
菖
蒲
咲
き
初
む
潮
来
か
な

　
　
　
　
　

菅　

沼　

千
明　

治
光

作
物
に
雑
草
の
力
ほ
し
い
夏

除
草
剤
撒
く
も
手
抜
き
が
梅
雨
明
け

る
　
　
　
　
　

幡　

谷 

千
明　

政
夫

山
椒
の
苗
木
植
え
け
り
走
り
梅
雨

梅
雨
寒
や
テ
レ
ビ
体
操
行
と
し
て

　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

雅
子
妃
の
笑
み
さ
わ
や
か
に
植
樹
祭

自
転
車
の
少
年
ぬ
ら
す
若
葉
雨

　
　
　
　
　

菅　

沼　

戸
丸
と
し
子

夏
め
き
て
棚
田
に
泳
ぐ
番
い
鴨

雨
の
午
後
街
路
の
バ
ラ
鮮
や
か
に

☆生涯学習・社会体育関係
・第 28回区対抗野球兼町内対抗予選

・子ども会育成会球技大会　　　　  　　
・子どもと大人の自然学校 
・尾瀬戸倉杯グラウンドゴルフ大会
　　　　　　　　　　　　　　　      
☆学校関係
・行事をもたない週（家庭の日）

・第２学期始業式

◇片小 
・夏休み作品展
・PTA役員会議② 

　「夏休みのたより」などをもとに、交通事故
や水の事故、不審者には気をつけて、規則正
しい生活が送れることを願っております。な
お、本年度も、夏休みのプール開放は、８月
９日（金）まで行う予定です。よろしくお願
いいたします。

◇片中
・片品村中学生海外派遣

　夏季休業中、規則正しい生活を送り、始業
式には８８名の全校生徒が元気に登校するこ
とを願っています。

※午後１時３０分～５時３０分開室
※日曜、祝日　　　はお休みです。

作　西條　奈加 ※ 8 月 24日（土）　読書会

　 　 　 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31 　

　
　
　
　

菅　

沼　

戸
丸　

富
子

田
に
写
る
街
灯
の
灯
と
夏
木
立

春
の
野
や
五
頭
の
鹿
が
列
な
し
て

　
　
　
　
　

鎌　

田　

萩
原
キ
ヨ
子

ス
ト
ー
ブ
も
役
目
果
し
て
お
蔵
入
り

杜
若
貴
婦
人
め
き
て
鮮
や
か
に

　
　
　
　
　

須
賀
川　

星
野
志
ず
子

ゆ
ら
ゆ
ら
と
新
茶
の
香
る
朝
餉
か
な

ア
カ
シ
ヤ
の
香
り
か
す
か
や
雨
の
後

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

光
子

花
り
ん
ご
静
か
に
逝
き
し
天
寿
な
り

草
原
の
風
野
茨
の
香
を
連
れ
て

　
　
　
　
　

鎌　

田　

松
井
亜
作
枝

木
洩
れ
日
や
ひ
そ
や
か
に
降
る
桜
の

実こ
で
ま
り
の
撓
み
に
ゆ
だ
ね
揺
れ
や

ま
ず

　
　
　
　
　

鎌　

田　

吉
野　

道
子

ふ
ら
こ
こ
に
忘
れ
帽
子
や
若
葉
風

鴨
涼
し
蒼
き
沼
面
を
な
め
ら
か
に

　
　
　
　
　

鎌　

田　

渡
辺　

和
昭

最
上
川
や
ま
せ
に
返
す
舟
下
り

郭
公
や
最
上
川
見
下
ろ
す
師
の
句
碑

も

『
夏
の
青
少
年

　
　
　
健
全
育
成
運
動
』

1 日（木）～
4日（日） 
6 日（火）

上旬
　　　　　　　　　　　　　　　      

11 日（日）～ 16日（金）
26日（月）

 
27 日（火）～ 30日（金）

28日（水）

6日（火）～ 9日（金）

　

５
月
27
日
（
月
）
に
尾
瀬
じ

ど
う
か
ん
を
利
用
し
て
い
る
児

童
（
小
学
１
・
２
年
生
）
が
、

お
や
き
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　

下
平
の
星
野
た
か
子
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、
参
加
し
た
25
人

が
生
地
を
こ
ね
た
り
、
丸
め
た

り
、
具
を
包
ん
だ
り
、
も
う
焼

け
た
か
な
と
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト

を
の
ぞ
き
こ
ん
だ
り
と
、
お
や

き
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
生
地
の
中
に
あ
ん

こ
と
ネ
ギ
味
噌
を
包
ん
で
焼
き

ま
し
た
が
、
ナ
ス
味
噌
、
枝
豆

の
ず
ん
だ
、
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
旬

の
野
菜
を
調
理
し
た
具
を
包
ん

で
も
お
い
し
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

　

昔
は
囲
炉
裏
端
で
焼
い
て
い

ま
し
た
が
、
今
は
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー

ト
で
手
軽
に
お
や
き
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

ご
家
庭
で
、
是
非
お
子
さ
ん

郷
土
食
の
継
承
〜
お
や
き
づ
く
り
〜

ペルセウス座流星群説明会・観察会
概　要：三大流星群の一つ、ペルセウス座流星群の説明
　　　　会と観察会を行います。説明会では流星群の仕
　　　　組みや見え方などを解説します。観察会では観
　　　　測広場で寝転んで流星を観察します。 

日　程：8月 13日（火） 
時　間：説明会　午後 3時～ 3時 40分
　　　　（同内容で３回実施）
観察会：午後 8時～翌日午前 4時
　　　　※雨天の場合は説明会だけ実施 
場　所：県立ぐんま天文台（高山村中山） 
対　象：一般 定員：無し 
費　用：無料 ※観覧料がかかります 
観覧料：一般＝３００円、大学・高校生＝２００円
　　　　中学生以下＝無料 
　　　　※障害者手帳などをお持ちの方とその介護者　
　　　　　（１人）は無料です。証明できるものをお持
　　　　　ちください。 
申し込み方法：当日、直接会場へお越しください。 
その他：歩行が困難な人は、当館の駐車場と会場の間を
　　　　送迎します。駐車場トイレ横のインターホンで
　　　　ご連絡ください。

▼問い合わせ先　県立ぐんま天文台
☎０２７９（７０）５３００　

▼
実
施
期
間　

　

７
月
15
日
〜　

８
月
31
日

▼
推
進
目
標

　

県
民
総
ぐ
る
み
で
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に

取
り
組
も
う

　
『
お
ぜ
の
か
み
さ
ま
県
民
運

動
』
を
推
進
し
、
地
域
と
家
庭

で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
を

考
え
よ
う

お
・
・
お
く
ら
な
い（
写
真
）

ぜ
・
・
ぜ
っ
た
い
会
わ
な
い
！

の
・
・
の
せ
な
い（
個
人
情
報
）

か
・
・
か
き
込
ま
な
い（
悪
口
）

み
・
・
み
な
い（
有
害
サ
イ
ト
）

さ
・
・
さ
が
さ
な
い（
出
会
い
）

ま
・
・
ま
も
る（
ル
ー
ル
）

（
教
育
委
員
会
）

と
一
緒
に
作
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

自
分
で
作
っ
て
食
べ
る
こ
と

で
、
美
味
し
さ
も
ひ
と
し
お
。

　

こ
れ
を
機
会
に
郷
土
食
に
つ

い
て
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。　
　

（
保
健
福
祉
課
）

み
ん
な
で
作
っ
て
食
べ
る
と

お
い
し
い
ね
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おしらせ

広 報 か た し な

子
ど
も
の
里
親
に
な
り

ま
せ
ん
か

　

県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か

ら
家
庭
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
子
ど
も
を
、
家
族
の
一
員
と

し
て
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
誠
意
を

も
っ
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
里
親

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年

度
か
ら
は
、
群
馬
県
独
自
の
短
期

預
か
り
里
親
登
録
制
度
も
始
ま
り

ま
し
た
。

　

中
央
児
童
相
談
所
北
部
支
所

（
渋
川
市
金
井
３
９
４
）
は
、
里

親
に
関
心
の
あ
る
人
や
養
子
縁

組
・
特
別
養
子
縁
組
を
検
討
し
て

い
る
人
へ
の
説
明
（
相
談
）
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
第
１
回

日
程　

８
月
23
日
（
金
） 

場
所　

渋
川
市
役
所
本
庁
舎

大
会
議
室

▼
第
２
回　
　
　

日
程　

８
月
29
日
（
木
） 

場
所　

嬬
恋
村
役
場
応
接
室

▼
開
催
時
間

各
回
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

▼
申
込
方
法　

直
接
会
場
へ

▼
費
用　

無
料

群
馬
県
知
事
選
挙
お
よ

び
第
25
回
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
に
つ
い
て

第
４
回
山
の
日
記
念
21
世
紀
の
森
ま
つ
り

　
８
月
11
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
ま
で
県
立
森

林
公
園
「
21
世
紀
の
森
」
森

広
場
に
お
い
て
21
世
紀
の
森

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
高
地
に
あ
る
広
い
会
場
で

音
楽
を
聴
い
た
り
、
出
店
の

味
巡
り
を
し
た
り
、
子
ど
も

選
挙
の
期
日
及
び
投
票
時
間

▼
７
月
21
日
（
日
）

▼
第
２
〜
７
投
票
所

　

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

▼
第
１
お
よ
び
８
投
票
所

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時

〇
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

▼
日
時

　

７
月
５
日
（
金
）
〜

　

７
月
20
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
８
時
ま
で

▼
投
票
場
所

　

片
品
村
役
場
２
階
会
議
室

〇
投
票
所
入
場
券
に
つ
い
て

①
投
票
所
入
場
券
は
郵
送
に
よ
り

配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
投
票
所
へ

お
出
か
け
の
際
に
は
、
必
ず
ご
自

身
の
入
場
券
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
、
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

里
親
に
関
心
の
あ
る

人
や
、
養
子
縁
組
・
特
別
養
子
縁

組
を
検
討
し
て
い
る
人

（
開
催
市
町
村
以
外
に
お
住
ま
い

の
人
も
含
み
ま
す
。）

▼
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
中
央
児
童
相
談
所

北
部
支
所

☎
０
２
７
９
（
20
）
１
０
１
０

　

本
村
の
活
性
化
・
文
化
向
上
を

目
的
と
し
て
、
活
動
を
続
け
て
今

年
28
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

全
身
を
使
っ
て
の
演
奏
は
、
体

力
づ
く
り
に
最
適
で
す
。
ま
た
、

礼
儀
、
節
度
、
作
法
を
大
切
に
し
、

和
気
あ
い
あ
い
と
練
習
し
て
い
ま

②
入
場
券
の
裏
面
が
「
期
日
前
投

票
宣
誓
書
」
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、期
日
前
投
票
を
す
る
際
に
は
、

宣
誓
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

う
え
、
ご
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

の
工
作
体
験
を
し
た
り
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
夏
の
日
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
年
で
最
後
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
入
場
無
料
で

す
の
で
皆
さ
ん
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
　

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会

会
員
募
集
!!

昨年の道の駅オープニングセレモニーにて

か
た
し
な
No
１
名
物
料

理
コ
ン
テ
ス
ト
出
店
者

募
集
！

▼
問
い
合
わ
せ
先

沼
田
市
外
二
箇
村
清
掃
施
設
組
合

事
務
局
☎（
23
）
１
０
０
９

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
群
馬
県

内
の
小
学
生
お
よ
び
中
学
生
の
方

を
対
象
と
し
た
健
康
ポ
ス
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

群
馬
県
内
に
在
住
ま
た
は
在
学

の
小
学
生
お
よ
び
中
学
生
。

▼
用
紙

　

四
ッ
切
り
（
縦
約
54
㎝

×

横

約
38
㎝
）
で
、
紙
質
自
由
。

　

用
紙
の
使
用
方
法
は
、
縦
横
ど

ち
ら
で
も
可
。

▼
手
法
・
色
彩

　

手
法
、
色
彩
（
色
数
を
含
む
）

と
も
自
由
。

▼
図
案

　

標
語
例
の
よ
う
に
健
康
づ
く
り

を
題
材
と
し
て
考
え
た
標
語
と
標

語
に
合
う
図
案
。

　

標
語
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
も
標
語

例
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
も
可
。

第
30
回
国
民
健
康
保
険

健
康
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
募
集

【
図
案
中
に
標
語
を
必
ず
記
載
】

《
標
語
例
》

・
願
い
は
ひ
と
つ
健
康
家
庭

・
良
い
汗
か
い
て
健
康
づ
く
り

▼
応
募
点
数

　

ひ
と
り
一
点
と
し
、
自
分
で
創

作
し
た
未
発
表
の
作
品
。

▼
応
募
先

　

市
役
所
、
町
村
役
場
の
国
民
健

康
保
険
担
当
係
ま
た
は
群
馬
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

▼
締
切
日

　

９
月
９
日
（
月
）

▼
著
作
権

　

入
選
作
品
の
著
作
権
は
、
主
催

者
に
移
転
し
ま
す
。

▼
応
募
上
の
注
意

　

応
募
作
品
の
裏
面
右
下
に
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
学
校

名
お
よ
び
学
年
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会
総
合
企
画
課

☎
０
２
７
（
２
９
０
）
１
３
６
９

す
。
こ
の
機
会
に
親
子
で
和
太
鼓

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？
大
人
の

方
、
大
歓
迎
で
す
。
皆
さ
ん
の
入

会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
入
会
資
格　

村
内
の
小
学
校
１

年
生
か
ら
大
人
ま
で

▼
練
習
日　

毎
週
（
月
・
木
曜
日

　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

※

新
会
員
の
方
は
８
月
か
ら
練
習

開
始
に
な
り
ま
す
。

▼
練
習
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

▼
入
会
申
込　

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会

事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

む
ら
づ
く
り
観
光
課　

☎（
58
）
２
１
１
２

▼
日
時　

９
月
15
日
（
日
）

▼
場
所　

片
品
村
役
場
周
辺

　

片
品
村
で
は
同
日
開
催
予
定
の

「
Ｏ
Ｚ
Ｅ
か
た
し
な
ア
カ
ペ
ラ

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
Ｆ
Ｅ
Ｓ
」
に
あ
わ

せ
て
村
内
外
の
方
の
投
票
に
よ
り

か
た
し
な
の
名
物
料
理
を
決
め
る

「
か
た
し
な
No
１
名
物
料
理
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
出

店
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
料
理
は
次
の
各
部
門
ご
と

の
募
集
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
〇
粉
も
ん
部
門

〇
高
原
野
菜
を
使
っ
た
料
理
部
門

〇
加
工
品
部
門

優
勝
賞
金　

各
部
門
５
万
円

　

か
た
し
な
の
名
物
料
理
コ
ン
テ

ス
ト
で
す
の
で
多
く
の
方
の
出
店

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※

出
店
は
村
内
の
方
を
優
先
し
、

ス
ペ
ー
ス
の
空
き
状
況
で
村
外
の

方
の
出
店
も
可
能
で
す
が
コ
ン
テ

ス
ト
か
ら
は
対
象
外
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

む
ら
づ
く
り
観
光
課

☎（
58
）
２
１
１
２

▼
職
種
・
採
用
人
員　

一
般
職　

若
干
名

▼
職
務
の
内
容　

一
般
行
政
事

務
、
清
掃
工
場
及
び
衛
生
セ
ン

タ
ー
の
維
持
管
理
業
務

▼
受
験
資
格　

昭
和
60
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
14
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で､

高
校
卒
業
程

度
の
学
力
を
有
し
、
地
方
公
務
員

法
第
１
６
条
の
欠
格
条
項
に
該
当

し
な
い
日
本
国
籍
を
持
つ
人

▼
第
１
次
試
験　

９
月
22
日（
日
）

▼
会
場　

沼
田
市
外
二
箇
村
清
掃

施
設
組
合

▼
第
２
次
試
験　

第
１
次
試
験
合

格
者
を
対
象
に
10
月
中
旬
に
面
接

試
験
を
実
施
予
定

▼
受
付
期
間　

８
月
６
日
（
火
）

午
後
５
時
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）

沼
田
市
外
二
箇
村
清
掃

施
設
組
合
職
員
募
集

おしらせ
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利
根
屋
内
プ
ー
ル
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す

　

流
れ
る
プ
ー
ル
や
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
ラ
イ
ダ
ー
で
暑
い
夏
を
楽
し
も

う
！

▼
オ
ー
プ
ン
日
は
無
料
開
放　

　

７
月
13
日
（
土
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

▼
利
用
期
間

　

７
月
13
日
（
土
）
か
ら
８
月
25

日
（
日
）
ま
で

▼
利
用
時
間 

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▼
利
用
料
金

▼
問
い
合
わ
せ
先

利
根
屋
内
プ
ー
ル
管
理
事
務
所

☎（
56
）
４
１
２
３

沼
田
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課

☎（
23
）
２
１
１
１

令
和
元
年
度
群
馬
県
計

量
啓
発
標
語
の
募
集
に

つ
い
て

自
衛
官
募
集
相
談
員
の

紹
介

一　

般　
　
　

４
３
０
円

中
学
生　
　
　

２
１
０
円

小
学
生　
　
　

１
０
０
円

一　

般　

４
，
３
０
０
円

中
学
生　

２
，
１
０
０
円

小
学
生　

１
，
０
８
０
円

回
数
券

（
11
枚

つ
づ
り
）

普
通
券

　

群
馬
県
計
量
検
定
所
で
は
、
広

く
県
民
の
方
々
に
正
確
な
計
量
へ

の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
計
量
啓
発
標
語
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

▼
テ
ー
マ 

・
正
し
い
計
量
の
大
切
さ
を
呼
び

か
け
る
作
品 

・
適
正
な
計
量
器
が
使
用
・
流
通

さ
れ
る
こ
と
を
促
す
作
品 

▼
募
集
規
定 

・
自
作
で
未
発
表
の
作
品 

・
１
人
２
作
品
ま
で
応
募
可 

・
著
作
権
は
群
馬
県
計
量
検
定
所

に
帰
属
し
ま
す 

▼
賞　

入
選
２
点 

※

図
書
カ
ー
ド
２
千
円
分
を
贈
呈 

発
表　

９
月
（
予
定
） 

※

入
賞
者
に
は
、
書
面
で
通
知
し

ま
す 

▼
応
募
資
格　

県
内
に
在
住
す
る

人 ▼
応
募
期
間　

７
月
１
日
（
月
）

〜
８
月
30
日
（
金
）
必
着 

▼
応
募
方
法　

郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ 

▼
応
募
作
品
、
住
所
、
氏
名
、
職

業
（
学
年
）、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い 

※

県
計
量
検
定
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
、
応
募
用
紙
が
入
手
で
き
ま

す
。

▼
そ
の
他　

入
選
作
品
は
計
量
標

語
ポ
ス
タ
ー
に
使
用
さ
れ
る
ほ

か
、
普
及
啓
発
資
料
等
に
活
用
さ

れ
ま
す 

▼
応
募
先　

群
馬
県
計
量
検
定
所 

前
橋
市
下
大
島
町
81
ー
13 

☎
０
２
７
（
２
６
３
）
２
４
３
６

沼
田
税
務
署
か
ら
の
重

要
な
お
知
ら
せ

（http://w
w
w
.pref.gunm

a.jp/
07/z5000001.htm

l

）

〜
沼
田
税
務
署
で
の
相
談
は
、
ま

ず
は
電
話
予
約
！
〜

　

10
月
１
日
（
火
）
か
ら
、
沼
田

税
務
署
で
行
っ
て
い
た
申
告
書
の

入
力
や
保
管
な
ど
の
事
務
を
、
前

橋
税
務
署
内
の
「
事
務
処
理
セ
ン

タ
ー
」
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
申
告
書
や
申
請

書
・
届
出
書
等
の
郵
送
に
よ
る
提

出
先
が
変
わ
り
ま
す
。

　

納
税
証
明
書
の
交
付
、
現
金
に

よ
る
納
税
、予
約
に
よ
る
相
談
は
、

従
来
ど
お
り
沼
田
税
務
署
で
行
い

ま
す
。

　

な
お
、
相
談
は
予
約
さ
れ
ず
に

お
越
し
い
た
だ
い
た
場
合
、
対
応

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
提
出
先

〒
３
７
１
ー
８
６
８
６

前
橋
税
務
署 

事
務
処
理
セ
ン

タ
ー
（
沼
田
税
務
署
）

▼
電
話
予
約

沼
田
税
務
署

☎
０
２
７
８
（
22
）
２
１
３
１

ご
予
約
は
「
１
」
を
選
択
後
、「
２
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
員

　

星
野
英
二
氏
（
須
賀
川
）

▼
委
嘱
期
間

　

令
和
元
年
６
月
25
日
〜

　

令
和
３
年
６
月
24
日

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委
嘱
式

が
６
月
25
日
、
役
場
庁
舎
内
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

普
段
は
役
場
に
勤
務
す
る
星
野

氏
は
、
自
身
も
ま
た
予
備
自
衛
官

で
あ
り
ま
す
。

　

前
期
か
ら
引
き
続
き
募
集
相
談

員
と
な
ら
れ
た
星
野
氏
の
ま
す
ま

す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

（写真左から梅澤村長、星野相談員、
　西澤地方協力本部副本部長）

　路線バスの空きスペースで貨物を運ぶ「客貨混載」を活用し、片
品村の野菜を東京銀座のホテルに直送する事業が６月１７日（月）
からスタートしました。早朝に収穫された野菜が当日中に届くため、
新鮮な野菜をホテルで提供することが可能となり、片品村産野菜の
ブランド力向上を目指して村と振興公社、観光協会、関越交通、ヤ
マト運輸がそれぞれ連携して行います。
　生産者が朝７時半頃までに道の駅へ野菜を出荷し、道の駅で梱包
されると、道の駅前のバス停から関越交通バスに乗せられ、ヤマト
運輸沼田支店まで運ばれます。その後ヤマト運輸が夕方６時までに
「コートヤード・マリオット銀座東武ホテル」へ届け、翌朝の朝食
などで提供されます。
　こうした取り組みにより、片品村の新鮮野菜を全国に売り込み、
尾瀬ブランドの野菜が広く認知されるきっかけとなればと考えてい
ます。

2019.7片品村振興公社だより　No.6
ニュース　 NEWS

お知らせ　Notification

片品産野菜を東京銀座のホテルへ供給【道の駅】

村民キッチン営業カレンダー【道の駅】

　花の駅の食事処につきましては、スタッフの不足により、昨年から大広間の営業ができない状況が続いてお
り、村民の皆様には大変ご迷惑とご心配をおかけしております。このような状況の中で、スタッフ不足の現状
がなかなか改善できないため、７月１日（月）からスタッフの補充ができるまでの間、一時的にレストランの
営業時間を１５時まで（ラストオーダー１４時）に短縮させていただくことといたしました。
　夜のレストラン営業ができず、特に地元の皆さんにはさらなるご不便をおかけいたしますが、何とぞご理解
のほどよろしくお願い申し上げます。
　また、時給の見直しなどにより、より働きやすい環境整備を行いますので、働ける方がいらっしゃいましたら、
是非ご一報いただければ幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。

「レストラン花咲」の営業時間について【花の駅】

花の駅・片品「花咲の湯」
☎　（20）7111

寄居山温泉 ほっこりの湯 道の駅 尾瀬かたしな
☎　（58）4568 ☎　（25）4644

　道の駅では、地元の皆様はもとより、片品村を訪れる
お客様が少しでも癒しを感じられる空間づくりを目指し
て、８１３ひろばの一部について改修工事を行いました。
　ひろばの建物側に天然ヒノキのウッドチップを敷いた
ことで、木の香りが漂い、訪れたお客様からも「香りが
良い」と好評でした。今後もより良い施設づくりを心掛
けて運営したいと思います。

８１３ひろばの一部を改修しました【道の駅】

　７月中旬から８月中旬までの村民キッチンの営業予定は下表のとおりです。ぜひご利用ください。

７月１０日（水）～ ７月１６日（火）

７月１７日（水）～ ７月２３日（火）

７月２４日（水）～ ７月３０日（火）

７月３１日（水）～ ８月　６日（火）

８月　７日（水）～ ８月１３日（火）

Ａｕｇ（アグ）

よしのんち

Ａｕｇ（アグ）

たまおKITCHEN

キッチンらかん

ピザ、もりそば、つけ汁そばなど

ピザ、どてめし、花豆デザートなど

ピザ、もりそば、つけ汁そばなど

ピザ、ご飯ものなど

ラーメン、冷やし中華、ケーキなど

改修工事が終わった道の駅 813 ひろば

取組の様子が上毛新聞で紹介されました
（6/18）

おしらせ
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令和元年度ぐんま県民カレッジ（群馬県立尾瀬高等学校自然環境科）
～地域の学校開放講座～

概要
　尾瀬高校の特色を生かし、県民の皆さんが利根沼田地域をはじめとした群馬県の豊かな自然を活用し、地域の
魅力を再発見していただく講座です。
　講座は無料でご参加いただけます。

令和元年度利根沼田広域市町村圏振興整備組合職員採用試験要綱

＜第１回＞
・日　程：９月１日 (日 ) 午前８時～午後４時・会場：皇海山（沼田市）
・テーマ：初秋の皇海山登山
・備　考：往復７時間かかります。体力に自信のない方や、登山経験のない方などはご遠慮ください。

＜第２回＞
・日　程：１２月１４日 (土 ) 午前１０時～正午
・会　場：群馬県立尾瀬高等学校自然環境棟（沼田市利根町平川）
・テーマ：群馬県内の野鳥に関する講義

＜第３回＞
・日　程：１月１９日 (日 ) 午前１０時～午後２時
・会　場：敷島公園（前橋市敷島町）
・テーマ：冬の野鳥観察会
＜申込＞
▼受付〆切：７月３１日（水）▼募集定員：各コース２０人
　　　　　　（未成年の方は保護者同伴でお申込みください）※受付は先着順
▼申込方法：電子メール・往復はがき・ＦＡＸにて郵便番号・住所・電話番号（携帯可）・FAX番号・
　　　　　　メールアドレス（携帯可）・氏名・年齢を明記し、下記申込先までお送りください。
▼申込先：尾瀬高校・開放講座係（松井・谷島）
　　　　　〒378-0301 群馬県沼田市利根町平川1406
　　　　　☎（56）2310 FAX（56）3720　Mail: oze-hs01＠edu-g.gsn.ed.jp
＜その他＞
▼各自で傷害保険等にご加入ください。

おしらせ

13 広 報 か た し な

保
育
所
合
同
「
交
通
安
全
教
室
」

の
実
施
に
つ
い
て

ダミー人形を使った事故再現

尾瀬駐在所小島所長のお話

タフティの方々による劇

　

６
月
27
日
（
木
）
に
片
品
保
育
所
に
お
い
て
、
３

保
育
所
合
同
の
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

沼
田
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
（
タ
フ
テ
ィ
）
の
皆

様
に
よ
る
腹
話
術
・
寸
劇
や
、
尾
瀬
駐
在
所
長
さ
ん

か
ら
の
交
通
安
全
の
お
話
の
後
、
園
庭
で
ダ
ミ
ー
人

形
を
使
っ
て
事
故
の
怖
さ
を
見
学
し
ま
し
た
。
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「夏休みはかりの工作教室」参加者募集
日時：８月６日（火）　
　　　午後１時３０分～午後３時３０分
会場：尾瀬じどうかん（片品村鎌田４０１０）
内容：身近な材料でさおばかりを作り、
　　　菓子等の計量を体験します。
対象：村内の小学校３年生～６年生
定員：１５人（先着順）
費用：無料
持ち物：牛乳等（１㍑）の空の紙パック１個
その他：参加者全員に「パズル付定規」プレゼント
募集期間：７月１日（月）～７月３０日（火）　
　　　　　※締切は開催日７日前
　　　　　定員になり次第、締め切ります。

申込方法：下記申込先へ電話又はＦＡＸでお申し込みください。
申込先：尾瀬じどうかん
☎ （５８）３９８５（平日午前１０時～午後３時）　FAX （５８）３９８５
※FAXにより申し込む場合は、募集チラシの参加申込書又は任意の用紙に「工作教室（片品村 )」と表記し、「氏名、
学校名、学年、電話番号」を記載のうえ送信してください。

9月の健康カレンダー
3日（火）
6日（金）
12日（木）
12日（木）

乳児健診　
おかあさんみんなあつまれ～敬老の日プレゼント作り～
七転び八起き会
沼田病院巡回診療

18日（水）
18日（水）
26日（木）

ひだまりカフェ　
はつらつ体操教室
七転び八起き会

◎予定が変更されることもありますが、ご了承ください。

腸管出血性大腸菌感染症に注意しましょうほけんだより
◆ どんな病気？
　腸管出血性大腸菌（O１５７など）が口から体中に入るこ
とでおこります。
　潜伏期間は３～９日で、主症状は下痢・腹痛・血便・発熱
などで、重症化することがあります。少ない菌量でも感染し
発症するため、家族や集団の中で感染が拡大することがあり
ます。症状が見られたら速やかに医療機関を受診しましょう。
例年これからの時期（初夏から秋にかけて）多く報告されて
います。
◆ 予防するには？
　腸管出血性大腸菌も食中毒原因菌のひとつなので、菌をつ
けない、増やさない、殺菌が予防の三原則です。
　腸管出血性大腸菌に汚染された食品等を介して感染し、患
者の便を介して感染が拡大することもあります。

・肉の生食は避け、中心が白くなるなど十分に（中
心の温度が100度で 5秒程度、75度で 1分以
上）加熱調理して食べましょう。特にバーベキュー
や焼き肉の際には食材を扱う箸やトングと食事用
の箸を使い分けましょう。
・生野菜はよく洗って食べましょう。
・調理器具の洗浄と消毒をしっかり行いましょう。
・石けんと流水による手洗いを励行しましょう。
◆ 感染を広げないために
・症状のある人は予防対策を徹底しましょう。
・トイレのあとは手洗いを必ずしましょう。
・入浴は家族と一緒にせず、最後に入りましょう。
浴槽に入る時には石けんで体を洗ってから入り、
入浴後は水を抜いて浴槽を洗いましょう。
・症状のある人の下着は、塩素系漂白剤でつけ置
き消毒し、家族のものとは分けて洗濯しましょう。
洗濯後は、洗濯機のゴミ取りネットを忘れずに掃
除しましょう。

昨年実施された「夏休みはかり教室」

～食中毒にご用心！～食育コーナー
　食中毒は一年を通して発生していますが、気温や湿度が高くなる梅雨から夏にかけては、原因となる菌が活発
になり食中毒が発生しやすくなります。毎日の生活の中で予防を心がけましょう。

〇買い物
・消費期限を確認する。
・肉や魚は汁がもれないようビニール袋に入れる。
・冷蔵、冷凍が必要なものは最後に買う。

〇家庭での保存
・冷蔵、冷凍のものは帰ったらすぐしまう。
・肉や魚はなるべく他の食品に触れないように保　
　存。
・冷蔵庫は 10℃以下、冷凍庫はマイナス 15℃以
　下に保つ。
・冷蔵庫は詰めすぎない。（７割程度）

〇下準備
・肉や魚、卵に触ったら必ず手を洗う。
・包丁とまな板は肉、魚、野菜と使い分けるとよ
　い。
・肉や魚を切ったまな板や包丁は洗剤で洗い熱湯
　をかけて殺菌。台所用殺菌剤の使用も効果的。

年金を受けている方が所在不明になったときはお届けが必要です！年金だより
　年金を受けている方の所在が一月以上明らかでな
いときは、その世帯の世帯員の方は所在不明につい
ての届出を速やかに行う必要があります。提出先は
渋川年金事務所です。
　お届けいただいた後、受給権者ご本人の健在を確
認し、所在が不明な場合は、年金の支払いが一時止
まります。

(保健福祉課 )

　年金の支払いが止まっている方の所在が明らかに
なったときは、年金のお受け取りを再開するための
手続きが必要になります。渋川年金事務所までご連
絡をお願いします。
　詳しくは、年金事務所へお問い合わせください。
渋川年金事務所お客様相談室
☎０２７９（２２）１６１４

〇調理
・調理前には、石けんで必ず手を洗う。
・肉や魚などは十分に加熱する。（中心部分
　の温度が75℃以上で１分以上が目安）

〇食事
・食事の前に手を洗う。
・料理は長時間室温に放置しない。

〇残った食品
・温め直すときは十分に加熱する。
・時間が経ったものは思い切って捨てる。

【家庭でできる食中毒予防のポイント】

【食中毒予防の３原則】
①
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＜後期高齢者医療被保険者証等の更新について＞

８月１日から保険医療機関で御提示いただく「後期高齢
者医療被保険者証」が新しくなります。
 　 「後期高齢者医療被保険者証」は、村内に住所を有する７
５歳以上の方（７５歳未満でも、６５歳以上の一定の障害者
を含む。）に交付されます。
　新しい保険証の色は「青色」です。今までの被保険者証は８
月以降御使用できなくなりますので、新しい被保険者証を７
月末までにお手元に届くように簡易書留で郵送します。

【現役並み所得者Ⅱ、Ⅰの方】
　「限度額適用認定証」を保険医療機関で提示すると、ひと月
の同一保険医療機関等での支払いが高額になる場合、該当す
る所得区分の自己負担限度額までの支払いに抑えられます
（注）。
　支払が高額になる可能性のある方は、保健福祉課窓口にて
申請手続きをしてください。
　なお、現役並み所得者Ⅱ、Ⅰの方で、次の条件の全てに該当
する方は、申請手続きを省略し令和元年８月１日より使用で
きる限度額適用・標準負担額減額認定証を新しい被保険者
証に同封します。
①前年度に限度額適用認定証の交付を受け現在も該当して
いる方
②令和元年度も引き続き現役並み所得者Ⅱ、Ⅰに該当する方
【低所得者Ⅱ、Ⅰの方】
　「限度額適用・標準負担額減額認定証」を保険医療機関で
提示すると、ひと月の同一保険医療機関等での支払いが高額
になる場合、該当する所得区分の自己負担限度額までの支払
いに抑えられ（注）、入院したときの食事代も減額されます。
支払が高額になる可能性のある方や、入院される方は、保健
福祉課窓口にて申請手続きをしてください。
　なお、低所得者Ⅱ、Ⅰの方で、次の条件の全てに該当する方
は、申請手続きを省略し令和元年８月１日より使用できる限
度額適用・標準負担額減額認定証を新しい被保険者証に同
封します。
①前年度に限度額適用・標準負担額減額認定証の交付を受
け現在も該当している方
②令和元年度も引き続き住民税非課税世帯である方

簡易書留で郵送します。

後期高齢者医療制度　限度額認定証をご利用ください
●８月以降の自己負担割合、所得区分、自己負担限
度額は表のとおりです｠
　自己負担割合、所得区分は同一世帯の被保険者の
今年度（令和元年度）の住民税課税所得により判定
されます。住民税課税所得が１４５万円以上の方は
３割負担、１４５万円未満の方は１割負担となりま
す。なお、平成３０年１２月３１日時点で世帯主で
あって、同一世帯に合計所得３８万円以下の１９歳
未満の世帯員がいる場合には、世帯員の年齢と人数
に応じた額（①１６歳未満は１人につき３３万円　
②１６歳以上１９歳未満は１人につき１２万円）を
住民税課税所得から控除し自己負担割合、所得区分
を判定します。
　ただし、上記の判定で３割負担に該当する方のう
ち、前年（平成３０年）の収入額が次のいずれかに該
当するときは申請により１割負担となります。
①被保険者が世帯に１人で収入額が３８３万円未
満
②被保険者が世帯に２人以上で、収入額合計が５２
０万円未満
③被保険者が世帯に１人（収入額３８３万円以上）
で、他に７０歳から７４歳の方がいる場合、その方
と被保険者の収入額合計が５２０万円未満

被保険者証「青色」

▼問い合わせ先　保健福祉課　　　　　　　☎（５８）２１１５
　群馬県後期高齢者医療広域連合　☎０２７（２５６）７１２５

短期被保険者証について
　通常、被保険者証の更新期間は１年間ですが、保険料の滞納状況により通常より有効期間の短い被保険者証（令和
２年１月３１日有効期限）を交付する場合があります。
　さらに、特別な理由がないのに納付状況が改善しないときは、医療費がいったん全額負担になる「資格証明書」を
交付することがあります。

【申請の際に必要になるもの】　
後期高齢者医療被保険者証・印鑑

（注）限度額適用認定証を提示せず、該当する自己負担限度額
を上回る支払いをした場合は後日払い戻されます。

国保だより
［８月１日に高齢受給者証が更新されます。］
　「高齢受給者証」は、国民健康保険の加入者で７０歳以上７５歳未満の人に交付されます。
　高齢受給者証には、記号・番号や氏名のほか、一部負担金の割合が記載されますが、この割合は、前年の所得によっ
て決められます。対象者の方には、７月中旬から順次郵送いたしますので、８月以降の受診の際には、国民健康保険
者証と新しい高齢受給者証の２点を忘れずに医療機関の窓口に提示してください。

［国民健康保険加入者が対象の限度額適用・
標準負担額減額認定証の申請について］
《７０歳から７５歳未満の方》
【現役並み所得者Ⅱ、Ⅰの方】
　「限度額適用認定証」を保険医療機関で提示すると、ひと月の同一保険医療機関等での支払いが高額になる場合、
該当する所得区分の自己負担限度額までの支払いに抑えられます（注）。
　支払が高額になる可能性のある方は、保健福祉課窓口にて申請手続きをしてください。
【低所得者Ⅱ、Ⅰの方】
　「限度額適用・標準負担額減額認定証」を保険医
療機関で提示すると、ひと月の同一保険医療機関
等での支払いが高額になる場合、該当する所得区
分の自己負担限度額までの支払いに抑えられ
（注）、入院したときの食事代も減額されます。支払
が高額になる可能性のある方や、入院される方は、
保健福祉課窓口にて申請手続きをしてください。
●７０歳から７５歳未満の方
　８月以降の自己負担割合、所得区分、自己負担限
度額は表のとおりです。

《７０歳未満の方》
　外来受診及び入院前に申請してください。 
　７０歳未満の方については、限度額適用認定証を医療機関に提示することで、外来及び入院時の支払が限度額ま
でとなります（注） 。
（注）限度額適用認定証を提示せず、該当する自己負担限度額を上回る支払いをした場合は後日払い戻されます。
○申請に必要なもの
　被保険者証・印鑑
※この制度を受けるためには役場保健福祉課窓口で申請をしていただく必要があります。
　 認定証の有効期間は令和元年８月１日～令和２年７月３１日までです。
▼問い合わせ先
保健福祉課国保係　☎（５８）２１１５

令和元年度自衛官等募集案内

▼問い合わせ先　自衛隊群馬地方協力本部沼田地域事務所　☎（２３）４１１１　
URL　http://www.mod.go.jp/pco/gunma/
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